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 次に、上に示した基本方針を採用する理由について、表 2-7に示す項目から複数選択で回答を求めた。

 まず、人材に関しては、「技術者等の人材が自社に揃っているから」を挙げた事業所が、「自社で行う」事

業所では 34事業所（「自社で行う」事業所の 52%）、「自社で行うことが多い」事業所では 26事業所（同 49%）

と、自社中心グループでは、人材が揃っていることを挙げる事業所が多い。それに対して、外部委託中心グ

ループでは、同項目を挙げた事業所は皆無であった。逆に、「技術者等の人材が自社等にはいないから」を挙

げる事業所は、「外部に委託することが多い」事業所では 11事業所（同 69%）、「外部に委託する」事業所で

は 4事業所（同 67%）と多い。他方、自社中心グループでは、この項目を挙げた事業所は少ない。 とくに、

「自社で行う」事業所では皆無である。作業改善を自社・外部委託のいずれで行うかの判断には、必要な人

材の存在が自社にそろっているか否かに関わっているようである。

 次に、資金面についてみてみると、「費用が節約できるから」を挙げる事業所が、自社中心グループに多く、

外部委託中心のグループでは少ない。とくに「外部に委託する」事業所では皆無である。しかし、資金的な

余裕の有無は、自社で行うか、外部に委託するかの方針とは、あまり関わりがないようである。すなわち、

「資金に余裕があるから」と「資金に余裕がないから」の 2 項目を挙げる事業所は、自社中心・外部委託中

心の両グループともに少なかった。言い換えれば、作業改善は、資金に余裕があるから行うものでもなく、

また資金に余裕がないからと言って見送るべきものでもないということである。この点に関連して、「改善を

早急に行う必要があるから」への回答状況をみると、自社中心グループの方が、外部委託中心グループに比

べ、急ぐ改善は自社で行う傾向が強いようである。とくに、自社で行うことの多い事業所では、その傾向が

みられる。

 助成金の利用と、自社か外部委託かの基本方針との関わりは認められない。すなわち、「助成金を利用する

から」と「助成金を利用しないから」の 2 項目を挙げる事業所は、自社中心・外部委託中心の両事業所グル

ープともに少なかった。その中で、外部委託することが多い事業所では、「助成金を利用するから」を挙げる

事業所が比較的多かった（５事業所 31%）。
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２ 外部委託の状況 

 次に、作業改善の基本方針として、多少なりとも外部に委託する可能性がある事業所（上記の事業所の分

類でいえば、②③④の計 75事業所）に対して、外部に委託する場合の委託先と、その改善結果について回答

を求めた。結果は表 2-8の通りである。「使用機械の製造元または納入業者」へ委託している事業所が 51事

業所と最も多く、他の委託先に委託している事業所は少なかった。また、「使用機械の製造元または納入業者」

に委託した作業改善の結果は、「期待以上」と「期待通り」を合わせて 47事業所（「使用機械の製造元または

納入業者」に委託した全事業所の 92%）と、高い満足度を示していた。

 さらに、外部委託する可能性のある上記 75事業所に対して、今後の委託等の方針について回答を求めたと

ころ、「自社で改善できるように、社内の人材を育成したい」との回答が最も多かった。次いで多かったのは、

「現状に満足している」という回答であった。「公的機関に専門家を配置して、企画（問題の発見も含む）や

設計を代行してもらいたい」や「障害者雇用に関するコンサルティング会社の質・量を充実してもらいたい」

という回答は少なかった（表 2-9）。

表 2-8 外部委託先と改善結果
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表 2-9 今後の委託先等について

今後の外部委託方針 事業所数 割合 

自社で改善できるように，社内の人材を育成したい 39 52%

公的機関に専門家を配置して，企画や設計を代行してもらいたい 10 13%

障害者雇用に関するコンサルティング会社の質・量を充実してもらいたい 7 9%

現状に満足している 18 24%

その他 1 1%

計 75 100%

３ 作業改善の情報源 

 次に、本調査の全回答事業所を対象に、作業改善を行う際の情報源について、複数選択で回答を求めた。

結果は表 2-10の通りである。

 「使用機械の製造元または納入業者」63 事業所（全回答事業所の 43.5%）、「社内に蓄積した情報」62事

業所（同 42.8%）、「障害者本人」59事業所（同 40.7%）の３つの回答が多かった。

この結果からは、多くの事業所では、自社の人材による、機器・設備等の実際の使い手である障害者のニー

ズと、それら機器・設備等を提供するメーカー等からの技術情報（いわばシーズ）のマッチングという形で

作業改善を行っているようである。

 さらに、作業改善に関連して今後望む情報についても複数選択で回答を求めた。その結果は、表 2-11の通

りである。

 好事例はもとより失敗事例も含め、他社の改善事例を望む回答が多かった。また、利用可能な助成金等の

優遇制度に関する情報を望む回答も多かった。この結果はやや意外であった。それは、すでに高齢・障害者

雇用支援機構では、従来から、職場改善コンテストやその後継である好事例の結果を冊子にまとめ提供して

いるし、同機構のウェブサイトの雇用リファレンスサービスには多くの改善事例が記載されているのにもか

かわらず、このような回答を得たからである。このことは、これらの情報の存在がまだ十分に周知されてい

ないということにもよろうが、同時に情報の内容が必ずしも事業所のニーズを満たすものになっていない可

能性も考えられる。例えば、「作業改善の仕様作成や設計に必要な各障害の特性に関する情報」との回答が 4

番目に多かったが、障害特性、あるいは個々の障害者の特性に合わせた作業改善を行うのに必要な技術情報

などの提供が不足しているのかもしれない。
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５　作業改善の各段階における人材・情報・資金の状況  

　次に、作業改善を企画（問題点を発見して改善を企画する）、設計（改善のための仕様作成等の設計を行

う）、実施（実際に工事を行う）の各段階に分け、それぞれの段階における作業改善に必要な人材、情報、

　人材については、「設計」、「実施」、とりわけ「設計」段階での人材不足の回答が多かった。情報につい

ても、人材の充足状況に対応するかたちで、「設計」「実施」段階で不足という回答が多かった。一方、資

金については、各段階において、人材と情報に比べ充足（「十分にある」）という回答割合が低かった。そし

資金の充足状況を調べた。その結果が、表 2-14である。

て、３段階の中では「実施」段階で資金不足という回答が相対的に多かった。
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第５節 職場改善の費用について 

 

 前節では、障害者雇用事業所における作業改善の全般的な状況についてみた。それらの事業所では、小規

模な改善が多いことをみた。それでは、実際に作業改善に、どれほどの費用がかかるのであろうか。そこで、

過去 3年間で最も費用総額の高かった作業改善について質問した。ここで、「最も費用のかかった」改善とし

たのは、回答する事業所は、高額であれば比較的よく覚えているであろうし、これから障害者雇用を推進し

ようとする事業所は、作業改善に高々どれくらいの費用がかかるのか知りたいのではないかと考えたからで

ある。回答事業所は、71事業所で全有効回答事業所 145の 49%に当たる。 

 

１ 改善の費用額 

 最も高額な職場改善の費用額について 5段階の費用区分で回答を求めた。結果は表 2-15の通りである。最

も高額という条件で回答を求めたが、結果は、50万円未満 24事業所（34%）、50万円以上 100万円未満 11

事業所（15%）と、たしかに相対的に低額の改善の割合が大きい。ただ、1000 万円を超える改善も 11 事業

所（15%）で行われていた。 

 

表 2-15 作業改善の最高費用額 
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                                      （単位：事業所数）

３ 高額改善の対象障害 

 当該改善が対象とした障害者の障害種別について、回答を求めた。結果は、表 2-18の通りである。

最も多い障害は知的障害で 29事業所（41%）、次いで肢体不自由の 20事業所（28%）となっている。次い

で聴覚言語障害、視覚障害となっている。この結果は対象事業所における雇用障害者の障害別の状況に対応

している。また、複数の障害種別（対象障害者も複数）を対象とした改善が 6事業所に見られる。

なお、内部障害者、精神障害者、及びその他の障害を対象とした作業改善は見られなかった。ただし、種

別の異なる複数の障害者を対象とした改善の一つに精神障害者も対象に含まれていた。
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果も含めての作業改善の費用対効果についての質問である。結果は、表 2-24 の通りであった。（なお、改善

の効果は一過性ではなく、3 年以上の長期間に及ぶ場合も少なくないと思われるが、ここではこの点につい

ては触れていない。）

 効果が費用を上回るとした事業所が、45事業所とここでの全対象事業所の 6割を超える。また、同程度と

する事業所も 14 事業所とほぼ 2 割となる。両者を合わせると、全体の 8 割強と、多くの事業所は、作業改

善の総合的な効果は、その費用額を上回る効果をもたらした、あるいは少なくとも費用に見合う効果はあっ

たと考えているようである。なお、残りの 2割の事業所の多くは、「分からない」としており、明確に効果が

費用を「下回った」としているのは 2事業所だけである。

表 2-24 最高費用額の作業改善の費用対効果 
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第６節 個別事例の検討 

 これまで、アンケート調査の結果に基づいて、障害者雇用企業における作業改善について検討してきたが、

その具体的な改善内容については言及してこなかった。そこで、本節では、過去 3 年間で最も費用のかかっ

た職場改善等の内容について記述のあった事業所を中心に 79 事業所について、その改善内容を分類整理し、

その費用、対象障害、方法等の面から検討してみた（注）。なお、それらの記述を示した本章末尾の表 2-31 か

らわかるように、それらの記述は、かなり詳細なものから簡単なものまで様々である。そのため、やや独断

的な分類になっているかもしれない。

（注）本アンケートでは過去 3年間で最も効果のあった改善についても回答を求めている。25事業所から回

答があったが、そのうち 11事例は最も費用がかかった事例でもあった。ここでは、残りの 14事例と最も費

用がかかった 65事例を合わせた 79事例について検討している。なお、このように最も効果のあった改善事

例は実質 14事例にすぎなかったため、集計作業は行わなかった。

表 2-31では、最も効果のあった事例には事例番号に※が、そのうち費用が 10万円未満だったものには金額

に＊が記されている。

１ 改善事例の分類 

 上の 79事業所の改善事例について、まず、直接生産活動や職務遂行に関わる改善と、より間接的な共用施

設、教育訓練、福利厚生等のインフラ面に関わる改善に大別した。さらに、前者の事例は、障害者が使用す

る機械等の改善や治具の製作、障害者が担当する工程（ライン）の変更、さらに作業スペース全体の変更、

あるいは新規業務の導入といったように、いわば点・線・面等の空間的な側面に着目して分類整理した。な

お、職場の安全衛生対策も、実際に職務を遂行する現場に関わる改善と言えるので、この前者の範疇に含め

た。

 まず、直接生産活動や職務遂行に関連する改善としては、以下のような項目がある。

○治具の製作・改良

○作業手順の変更

○市販就労支援ソフトの導入

○機械の改善

○工程（ライン）の改善

○作業場全体のレイアウトの変更

○障害者の採用・配置に伴う新規業務の導入

○安全衛生対策

○複合ケース（複数項目からなる改善：例えば機械の改善とレイアウトの変更の組み合わせ）
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２ 対象障害種別 

 すでに、上で一部改善内容と対象障害種別に言及したが、ここでは、直接職務遂行に関わる改善、とりわ

け機械の改善についてみてみる。なお、以下では、費用と改善内容との対応をとるために、複合ケースは分

解せず、そのまま「複合ケース」として取り扱っている。

 表 2-28によると、機械の改善については、肢体不自由と知的障害を対象とするものが多い。とくに知的障

害対象のものが多いことが目を引く。さらに、　　　 により、これらの内容をみてみると、肢体不自由を

対象とするものは、障害者が使用している機械の改良が多く、知的障害を対象とするものでは、使用機械の

一部改良よりは、高性能の機械や自動機械の導入・更新の事例が多いことがわかる。

 なお、同じく　　　 によれば、工程（ライン）に関わる改善は、すべて肢体不自由、具体的には車いす

市販就労支援機器

・

表2-31

表 2-31
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使用者ないし下肢障害者を対象障害とする改善で、ラインの作業台の高さの改善であった。

表 2-28 障害種別改善内容
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                                   （単位：事業所数）

５ まとめ 

 本節でみたのは障害者雇用職場における改善のほんの一部であり、またその内容は必ずしも詳細とは言え

ない。

 その中で、注目されるのは、機械の改善に関して、2 つの傾向がみられたことである。１つは、肢体不自

由を対象とした機械の改善は、オーソドックスな対象障害者の障害特性に合わせての使用機械の改良であっ

た。一方、知的障害者を対象とする機械の改善は、自動機械を含む新しい性能の高い機械の導入であった。

それらの機械は、もちろん障害者が使うので、操作や安全の面から障害者が使えるかという検討がなされて

いるだろうが、特別の改良がなされたものは少ない。これらの機械の導入により、障害者の職務が創出され

るとともに、事業所全体としても、生産性の向上や省人化が図られているといえよう。

 以上のように、既存の機械を障害者にも使えるように改良するということも重要であるが、それとともに、

障害者にも使える高性能な機械等を導入し、それにより、当該障害者の生産性の向上を図り、ひいては事業

所の生産性の向上をも図るという視点も重要である。この視点は、障害者雇用職場に限らず、すべての職場

に共通するものであろう。
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4 

端子を曲げる作業で治具を使っていたが， 

エアーの圧力を使うシリンダーで，すべての端子

を曲げる治具を製作した． 

治具の製作
主 に 外 部

へ委託した
肢 50 万円未満

電気機械器具 

製造業 
42 ○ 
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32

CD ウォークマン用ヘッドホンを車椅子使用の障

害者が一人で，組立・検査・梱包までできるよう

に，テーブルの改良，部品配膳設備の作成を行っ

た．（今迄は、座位作業者は、一人で作業できな

かった。） 

工程の改善

主 に 自 社

で行った

肢 

100 万円以上

500 万円未満 

電気機械器具

製造業 

175 ○ 
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52

・工場内のすべての機械の配置換えを行い，製品や従

業員の動きがスムーズにした． 

・作業速度向上のために機械を更新した． 

複合 

主に自社で

行った 

知 

1000 万円以

上 

洗濯・理容・ 

浴場業 

114   
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・工場内のすべての機械の配置換えを行い，製品や従

業員の動きがスムーズにした． 

・作業速度向上のために機械を更新した． 

複合 

主に自社で

行った 

知 

1000 万円以

上 

洗濯・理容・ 

浴場業 
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